
18:00 開演（17:30 開場）
入場無料（要申込・抽選 50 名）

  〔主催〕米子市・米子市教育委員会・（一財）米子市文化財団 〔米子市公会堂・米子市立山陰歴史館〕    お問い合わせ/米子市公会堂 TEL.0859-22‐3236

【お申込み】WEBフォームまたはお電話にて受付

米子市公会堂 TEL.0859-22‐3236
 申込締切：2月23日（月・祝）　※当選者には2月28日（土）までにご連絡いたします。

WEB申込み
フォーム

3 21 会場 西念寺（米子市法勝寺町 87 番地）

怪談　神原リカ

音楽　小川智也
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指定管理者
( 一財 ) 米子市文化財団　
米子市公会堂
〒683-0812　米子市角盤町 2 丁目 61 番地
℡/0859-22-3236
開館時間 /9 時～ 22 時
休館日 / 大ホールのみ毎週火曜日

指定管理者
( 一財 ) 米子市文化財団
米子市立山陰歴史館
〒683-0822 米子市中町 20 番地
℡/0859-22-7161
開館時間 /9 時半～ 18 時（最終入館 17 時半）
休館日 / 毎週火曜日

 2014 年より山陰を拠点に活動。 島根県松江市で育ち、幼少期に祖母の怪奇譚
を聞いた事をきっかけに怪談奇譚の世界に興味を持つ。聞き集めた実話怪談
を中心に小泉八雲の怪談や地元の民話など、山陰の風土を感じさせる方言を
交えながら日常に潜むリアルな恐怖を語る。 怪談会の主宰や山陰地方を中心
とした怪異蒐集にも精力的に取り組む。 国内最大級の怪談コンテスト「怪談
最恐戦」では 2018 年の第 1 回大会より 3 年連続で大阪予選出場。 2020 年大
会ではブロック 1 位で勝抜き、ファイナル 1 回戦に進出。 「稲川淳二の怪談グ
ランプリ 2020」本選出場。 「圓山町怪談怪談倶楽部 遠国奇譚」出演 。2021 年
共著にて『出雲 怪談』を上梓。

出演

島根大学教育学部 音楽教育専攻卒業。エリザベト音楽大学大学院 音楽研究科修
士課程 器楽専攻終了。これまでに、マリンバ・打楽器を米原真吾、荻原里香、
小川裕雅、神谷百子、作曲を川上統、John Cole の各氏に師事。第 61 回 鳥取県
高等学校総合文化祭 ( ソロコンクール ) 打楽器部門 最優秀賞。第 23 回 “万里の
長城杯” 国際音楽コンクール大学部門 第 2 位、第 27 回 KOBE 国際音楽コンクー
ル 打楽器 C 部門 奨励賞。米子市公会堂「アートの灯を守る！とっとりアート支
援事業　虹のひろばオンラインミニコンサート」、「虹のひろば 42 回公演」に出
演。その他マリンバコンサートなど出演多数。幼少期から水木しげるロードや
妖怪に親しみ、妖怪の研究や境港の PR 活動を目的とした、マリンバ × 妖怪 創
作・演奏プロジェクト「百鬼夜行」を開始。千年王国 ( 株 )・体験型 手作り妖怪
工房 代表 黒目友則氏，境港市長 伊達憲太郎氏の許諾を得て、「水木しげるロー
ド 妖怪大使 ( 境港市非公式 )」に就任。

神原 リカ（かんばら りか）

小川 智也（おがわ ともや）

令和７年度　米子市公会堂・米子市立山陰歴史館連携事業

第１２回 米子歴史絵巻 「米子怪談」

西念寺
本願寺第 12 世教如上人（1558 ～ 1614）が文禄元年（1592）、九州名護屋滞陣中の豊臣秀吉へ
の陣中見舞いからの帰路、石見国大森銀山（現島根県大田市大森町）に立ち寄られた。そのお
り当山開基教専（敬専）が上人の弟子となり、邇摩郡佐摩村銀山田中の某寺にあった伝聖徳太
子作の阿弥陀如来（銀山田中にあったので「田中の本尊」と言う）を奉じ、文禄２年（1593）２月、
伯耆大山の麓・伯耆国会見郡中間荘尾高村（現米子市尾高）に一宇を建立、西念寺と号した。
慶長 10 年（1605）には教如上人より宗祖親鸞聖人の絵像を下付される。また当時の尾高城主
杉原播磨守盛重（森繁）の菩提所ともなった。後、米子城主中村伯耆守一忠の帰依を受け、米
子の城下町造成に際し、慶長年間（1596 ～ 1615）に現在地に移転。これにより中村山尾高院
西念寺と号したが、現在は専修山西念寺と称する。（参考：西念寺 HP より）

（さいねんじ）
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主催

米子市役所

米子地方合同庁舎

イオン
米子駅前店

西念寺

米子市立山陰歴史館

米子ワシントンホテル
プラザ

東町

米子市美術館
米子市立図書館

米子駅

米子市内の史跡や歴史的建造物を会場に、あらゆる分野の公演
を開催し、米子周辺の文化遺産や、公演内容・会場に関わる
歴史を、総合的に普及することを目的とした事業です。
平成 24 年 (2012) から始まり、今年度で 12 回目を迎えます。

「米子歴史絵巻」とは


